4章 結果・考察

＜内容分析結果＞

　分析に使用したカテゴリーとログのクロス集計が、表１である。

表１：カテゴリーとログのクロス集計

PRIVATE
クライエント
id
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

生活にﾊﾘができる（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat1
1
1
1
0
1
1
0
0
0
0
0
1
0
1
0

職員良い（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat2
1
0
1
0
1
1
0
1
0
0
1
1
0
1
1

社会的交流の場となる(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat3
0
1
0
1
1
0
0
0
1
1
0
0
1
0
1

励みになる(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat4
0
1
0
0
1
0
0
0
1
1
0
0
0
1
1

安心感を与えてくれる（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat5
0
0
0
0
1
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0

外出の機会になる(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat6
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
1

実際のｻｰﾋﾞｽに対する満足(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat7
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1

ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽに対する満足
cat8
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
0
1
0
0

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ･ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ以外のｻｰﾋﾞｽ利用
cat9
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
1
1
0
1
1

介護者の負担減る(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat10
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0

実際のｻｰﾋﾞｽに対する不満(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
cat11
1
0
0
1
0
1
0
0
0
0
1
0
0
1
1

設備に対する不満(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ･ｼｮｰﾄｽﾃｲｻｰﾋﾞｽ)
cat12
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
1

１人暮らし
cat13
0
1
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
0
0

２～３人暮らし
cat14
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0

４人暮らし
cat15
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
1
1

５人暮らし
cat16
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

同居の介護者が配偶者
cat17
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
1

同居の介護者が娘
cat18
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0

同居の介護者ｶﾞ息子の嫁
cat19
1
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0

同居人なし（近親者・知人の援助）
cat20
0
1
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
0
0

男性
cat21
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
1

女性
cat22
1
1
1
1
1
1
0
1
1
1
1
0
1
1
0

70代
cat23
0
0
0
1
0
0
1
1
1
0
1
0
0
0
1

80代
cat24
1
1
1
0
1
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0

90代
cat25
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
1
0

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽのみ利用
cat26
1
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ+ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ+αの利用
cat27
0
0
0
1
0
0
0
1
1
1
0
1
1
0
0

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ+α(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ以外)の利用
cat28
0
0
1
0
1
0
1
0
0
0
1
0
0
1
0

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用期間が3年以内
cat29
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
1
0
1

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用期間が4年～5年以内
cat30
1
0
0
0
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用期間が6年以上8年以内
cat31
0
1
1
0
0
0
1
0
0
0
1
1
0
1
0

右上肢に麻痺・障害がある
cat32
0
0
0
1
0
0
1
1
1
0
0
1
0
1
0

左上肢に麻痺・障害がある
cat33
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
1

右下肢に麻痺・障害がある
cat34
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
1
1
0
1
0

左下肢に麻痺・障害がある
cat35
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
1
1
0
1

関節可動域に制限がある
cat36
0
1
0
1
0
1
1
1
1
0
1
1
1
1
1

立ち上がりできる
cat37
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1
0

両足での立位保持できる（支えなし）
cat38
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1
0

片足での立位保持できる（支えなし）
cat39
0
0
1
0
0
0
0
1
1
1
0
0
0
0
0

自分の足だけで歩行できる
cat40
0
1
1
0
1
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0

補助具を使って足で歩行できる
cat41
1
0
0
1
0
1
1
0
1
1
1
0
0
1
1

排泄介助が必要である
cat42
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1

入浴介助が必要である
cat43
1
0
0
1
1
1
1
0
0
0
1
1
1
1
1

聴力・視力障害がある
cat44
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0

歩行以外で介護用品を使用している
cat45
0
0
0
0
1
1
1
0
0
0
0
0
1
1
1

障害者手帳を持っている
Cat46
1
0
0
1
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
1

＜コレスポンデンス分析結果＞

　46にまとめられたカテゴリーとログをコレスポンデンス分析した。カテゴリー（Row）とクライエント（CL）のウエイトをみたところ、次元1(Dim1)、次元2（Dim2）、次元3（Dim3）が最も関係をよく表わした。

図１：クライエントの相関図
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１．「図１：クライエントの相関図」の説明

　グループAでは、CL8とCL１３の相関が高いが、両者はホームヘルプサービスに対して満足しており、デイサービスの入浴などといった実際のサービス面においても満足が高い。

　グループBでは、CL7とCL12の相関が高いが、これは、両者が男性でありかつデイサービスを5,6年間利用しており、またデイサービス以外にもサービスを受けているという点で共通している。

　グループCでは、CL6とCL14の相関が高いが、これは、満足な点では｢職員がよい｣、「生活にハリがでる」という点で、また不満な点では、デイサービスのサービスに対し、質・量に不満があるという点で共通しているのがわかる。

図２：グループとカテゴリーの相関図
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　図２の近接したカテゴリーをまとめたものが、以下の表２である。

表２：グループとカテゴリー

グループ①：独居老人
グループ④：デイサービスにおける満足感

３
社会交流の場となる
4
励みになる（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

13
1人暮らしである
5
安心感を与えてくれる（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

20
同居人なし(近親者・知人の援助)
7
実際のサービスに対する満足（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

29
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用期間が3年以内
グループ⑤：デイサービスにおける満足感

グループ②：2～3人暮らしの老人
2
職員が良い

6
外出の機会になる(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
10
介護者の負担が減る

14
2～3人暮らし
26
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽのみ利用

17
同居の介護者が配偶者である
31
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用期間が6～8年

23
年齢が70代
グループ⑥：デイサービスに対する不満

32
右上肢に麻痺・障害がある
9
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ･ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ以外のｻｰﾋﾞｽ利用

33
左上肢に麻痺・障害がある


12
(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ･ｼｮｰﾄｽﾃｲｻｰﾋﾞｽの)設備に対する

不満



34
右下肢に麻痺・障害がある



35
左下肢に麻痺・障害がある

グループ③：４人暮らしの老人
14
４人暮らし

25
年齢が90代
43
入浴介助が必要

45
歩行以外で介護用品を使用
46
障害者手帳を持っている

（グループに入らなかったもの）

1
生活にハリができる
8
ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽに対する満足

16
５人暮らし
18
同居の介護者が娘

19
同居の介護者が息子の嫁
24
年齢が８０代

27
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ+ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ+αの利用
28
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ+α(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ以外)の

利用

38
両足での立位保持できる
39
片足での立位保持できる

40
自分の足だけで歩行できる
42
排泄介助が必要である

44
聴力・視力障害がある

２．「表2：グループとカテゴリーの相関図」の説明

　　まず、グループ①では、独居の老人のカテゴリーが集まっている。１人暮らしの老人は、もちろん同居人がおらず、そのため別居の近親者や知人などの援助を受けて暮らしていることが多い。独居のため、地域の人々との交流をもつことが容易でないため、デイサービスがその役目を担っている。

　次にグループ②では、２～３人暮らしの老人のカテゴリーが主である。２人暮らしの例では、互いに配偶者のみの老夫婦世帯が多い。年代は70代と比較的若く、麻痺あるいは障害も、上肢が主であり、障害の程度も多少軽い。しかし高齢のためあまり出歩きをせず、デイサービスが外出のためのよい機会になっている。

　グループ③では、４人暮らしの老人のカテゴリーが集まり、孫と同居している例も多かった。また高齢のため多くの障害を抱えていて、日常生活において様々な介助を要する。そのため障害者手帳を所持し、歩行において杖や車イスを使用する以外にも、ポータブルトイレやギャッチベッドなどの介護用品を使用している場合が多い。

　グループ④とグループ⑤では、デイサービスにおける満足感のカテゴリーが主である。

④では、（デイサービスが）「励みになる」や「安心感を与えてくれる」など、主に精神的な安定を与えるという役割をもっていることを表している。またそれが実際の入浴やレクリエーションなどというサービスの満足へとつながっている。⑤では、「（デイサービスの）職員が良い・やさしい・親切」ということに満足し、そのことは「介護者の負担が減る」という、一般的にもいわれている、デイサービスの機能につながっていることがわかる。職員の人的サービスに対し満足しており、デイサービスのみを、しかも6～8年という長期にわたって継続しているのである。

　またそれに対しグループ⑥では、デイサービスに対する不満が表されている。不満をもっているのは両下肢に麻痺あるいは障害をもっている、つまり杖か車イスを使用している人が多い。「設備が古い」や「痴呆性老人と部屋を分けてほしい」など、設備に対する不満や、グループ⑥に入ってはいないが、カテゴリー11の「実際のサービスに対する不満」などがあり、そのためカテゴリー９の「デイサービス・ホームヘルプサービス以外の利用」へとつながっていることがわかる。

３．デイサービスの有効性と問題点

　図１でそれぞれのグループに関連づけられた有効性と問題点に関するカテゴリーを再度示し、そこに見られたログを要約する。また、ログの主要な部分を具体例として提示し、分析する。(例としてあげたログの前の数字は、CL番号と、そのCLのインタビューを１文ごとにナンバリングしたものである。「Ex.(CL14･4)は、CL14の４文目の言葉を指す）」

有効性のカテゴリー
３：社会的交流の場となる

　老年期は喪失の年代といわれる。年をとるにつれて、親しかった友人や知人、そして最愛の配偶者を亡くしてしまう。そしてそれだけでなく、自らの健康さえも失ってゆく。そんな喪失状態の中で、再び友を得、やりがいを見出すのは、何よりも大きい喜びである。

(CL2・6)友人と話せることかな。

(CL2・7)まあ話すって行っても、隣に座った人くらいやけど。

(CL4・7)家では1人だから、ここに来ると、皆さんとお話できて、いいわねえ。

(CL5･22) ここは、みんなと遊べるのがいいなあ。

(CL9･5)きっかけは、出歩いたりするのに1人では心配があるので、付き添いしてもらったり、あとは、家にいるより、友達と会えたりするし、入浴もできるから。

(CL10･6)お風呂にも入れるし、友達もいっぱいできるしなあ。

(CL13･19)娘はもう家変わりたい言うてやるけど、私は友達がおるから、変わりとうないねん。

(CL15･10)知り合いもできる。

６：外出の機会になる

　年をとり身体に障害が出てくると、ちょっとした出歩きができなくなったり、おっくうになってしまって外に出なくなったりしてしまう。デイサービスは外に出る機会になるだけでなく、外出する自体も、身体のリハビリとなる。

(CL9･6)良かったことっていえば、センターに通所する自体がリハビリになっていたこと。

(CL11･21)買い物にも行きたいけど、行けないやろ。

(CL11.22)発散しないとやってられへん。

(CL15･17)リハビリは、家ではベッドから玄関まで歩いたりしてる。

(CL15.18)そのことがリハビリになってるねん。

４：励みになる

　デイサービスに通所してくる老人は、入所施設である特別養護老人ホームに比べて障害や痴呆の程度が軽い。しかしデイサービス利用者の中には、比較的程度の重い、半寝たきりの人々もいる。そういった、自分より程度の重い人を見て、「自分は障害があり、不幸だと思っていたが、ここ(デイサービス)には自分よりもっとひどい人がいる。自分はこれで喜ばないといけない」という人や逆に自分より元気な人を見て、「自分もあんなふうになりたい」と励まされる人もいる。

(CL2・2)勇気づけられるかなあ。

(CL5・16)ここに来て、自分より不自由な人を見ると、自分もこれで喜ばないといけないなあと思う。

(CL9・14)年取った人でも、シャキシャキしてる人を見ると、とてもうらやましくなる。

(CL10・7)ここに来るといろんな人がいっぱいいて、自分はまだ元気なんだから、がんばらんとって、励みになる。

(CL14・9)孫は年寄りと思って話してくれへんけど、ここではみんな親切にしてくれる。

(CL15・9)物言えん、動けへん人とかいるけど、自分はまだいい。

５：安心感を与えてくれる

　老人が1人暮らしをしていると、何が一番不安かというと、“何かあったとき”が一番心配だという。毎週決まった曜日に迎えに来てくれ、その都度職員はみな健康に気を配ってくれる。誰かが気にかけてくれることほどうれしいことはないのである。

(CL5・14)夫が去年5月に亡くなってからは、1人でさみしいっていうか近所歩きもしないし。

(CL7・8)サービスを利用したきっかけは、病気になって、首から下の動きが悪くなってしまって、デイサービスでケガが紛れたらと思って。

(CL 7・9) 入浴することで気が紛れたり、リハビリとかもできる。

(CL7・29)今までは、どうにか1人で歩けてたけど、この頃、なんだか危ういので、ここに来ることで安心なところもある。

(CL9・18)Kさん（センターのS.Wのこと）のおかげでここまでやってこれた。

(CL11・9)入浴のためもあるけど……、うーん、心のケアかな、ここに来てるのは。

７：実際のサービスに対する満足

　インタビューを行った人のうち、ほとんどが入浴に介助(見守り含む)を要する人々であった。週に1回でも、暖かいお風呂につかり、栄養バランスのとれた食事をし、友人たちと遊ぶということは、とてもうれしいことであろう。 

(CL4･8)お風呂はいいなあ。

(CL4･9)お風呂は、家では入れないから。

(CL5･32)レクリエーションで歌う、昔の歌とか、懐かしいし。

(CL6･6)ここに来て良かったのは、入浴できることかな。

(CL6･7)家では1人で入れない。

(CL7･9)入浴することで気が紛れたり、リハビリとかもできる。

(CL7･27)ここに来て良かったことって言うと…、やっぱり入浴かな。

(CL8･7)あとは、入浴できること、家では入りにくいので。

(CL9･5)きっかけは、出歩いたりするのに1人では心配があるので、付き添いしてもらったり、あとは、家にいるより、友達と会えたりするし、入浴もできるから。

(CL10･6)お風呂にも入れるし、友達もいっぱいできるしなあ。

(CL11･9)入浴のためもあるけど……、うーん、心のケアかな、ここに来てるのは。

(CL15･19)センターではPTのリハビリをやってもらってる。

(CL15･20)先生がついていてくれるからいい。

２：職員がよい

　どんなときでもにこやかな笑顔であたたかく迎えてくれる職員の方々。一人一人に対し細やかなケアを心がけているその姿勢が、利用者の側に強く伝わってくる。

(CL1･3)寮母さんが良い方ばかりで、いいんよ。

(CL1･8)皆さんが良い方なので気楽。

(CL3･4)皆さん大事にしてくれなさるから。

(CL3･8)ここに来てからはそんなことしなくても、大事にしてくれなさるからいい。

(CL3･11)ｼｮｰﾄのときも皆さん大事にしてくれなさる。

(CL3･12)２Ｆでも３Ｆでも、寮母さんがやさしい。

(CL3･15)男の方も女の方もやさしいから。

(CL5･23)あと、職員の方がいい。

(CL5・24)たくさん人がいるのに、一人一人名前を覚えて、「○○さん、どうですか？大丈夫ですか？」と声をかけてくれる。

(CL5･31)ここの職員の皆さんを見ていて、行き届いているなと思った。

(CL5･33)お風呂とか、3人掛かりで入れる人もいるのに、イヤな顔ひとつせず、よくしてる。

(CL5･34)行き届いているから、他にはもうないわ。

(CL6・11)寮母さんや運転手さんが、良くしてくれるし。

(CL8・8)ほんと、良くしてもらってると思う。

(CL11・19)昔は、ここの事務所が良かったよお。

(CL12・7)良くしてもらってますよ。

(CL14・7)初めが良かったねえ。

(CL14・8)特に良かったのは、職員が親切やったのが第一印象で良かった。

(CL14・17)若いお兄ちゃんが親切やねえ。

(CL14・18)初めて来たときはびっくりした、うまくし込まれてるわ(笑)

10：介護者の負担が減る

　障害や痴呆の程度が重くなればなるほど、介護者の負担は増大する。在宅介護サービスは、もともと利用者のためだけではなく、日常利用者を介護する立場の人々のためでもある。

(CL5･5)家の人も、その分楽やと思う。

(CL12･10)妻はとても皆さんに感謝しています。

問題点のカテゴリー
12：設備に対する不満

　施設の善し悪しというのは、人によってずいぶんと異なってくる。特に、痴呆老人を同じ区画にするか、別の区画にして痴呆老人だけの区画にするかは、議論の分かれる所であろうと思う。

(CL11･23)新しくＫにできた、Ｄ施設は、きれいやねえ。

(CL11･24)だから、変えて欲しいことをあえて言うなら、設備が古いことかなあ。

(CL14･12)ショートステイは今まで5回利用してね、4回は良かったんやけど、最後の1回がね、もういやや、2度と泊まるもんか思ってしまった。

(CL14･13)おんなじ部屋の人のたんがからんで、うるさいし、またその度に職員の人が入ってきて、明かりをつけたり消したりするでしょ、もうねえ、寝れたもんじゃなかったわよ。

(CL14･14)二度と泊まりたくないと思った。

(CL14･15)ここはボケてる人が嫌やねえ。

(CL14･16)変わりたいわ。

４．有効性と問題点の分類

有効性

　○デイサービスにおける満足　

　　　職員が良い

　　　社会的交流の場となる

　　　励みになる

　　　外出の機会になる

　　　実際のサービスにおける満足

　　　介護者の負担が減る

問題点

　○デイサービスにおける不満足　

　　　設備に対する不満
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